
第 10回自然散策会 大和田緑地公園・大宮公園 

 

実施日：9月 15日（月） 

参加者：19名 

FIS メンバー参加者：〇西田、二宮、佐藤（賢）、河野、南雲、藤井、近江、渡辺、黒川、

土金、廣川、市川、浅井、久保、関谷、（二宮さんの奥様）         16 名               

さいたま市みどり愛護会：                               3 名  

 

コース：大和田緑地公園~芝川右岸~第七調節池~大宮第二公園~見沼代用水東縁~大宮公園～武蔵一宮氷

川神社 （解散） 

 

○大和田緑地公園  

大和田緑地公園は、大宮体育館の南側にあり、芝川方面に大宮台地から見沼低地に傾斜する斜面林で、

面積１３．３haの自然度豊かな緑地である。この緑地の保全は、さいたま市みどり愛護会のボランティ

アグループが市との協働で環境保護・保全活動を行っている。注目すべき３つの保全活動事業がある。一

つは「雑木林再生事業」（主に体育館寄りの北地区）、二つは「里地の希少野生生物保護・モデル事業」（中

央広場にある金属製の希少植物保護柵）、三つは「谷地再生事業」（屋敷林寄りの南地区）である。 

冒頭、小林正治支部長から概要説明をいただき、ふだん施錠されている金属製の保護柵内に入れて頂

き、希少植物の見学、その後、順次、谷地再生地、雑木林再生地へとご案内いただき、森づくりの知見を

頂いた。小林支部長はじめメンバーの方々に感謝申し上げたい。 

〇希少植物保護柵内の植物 

ここには、希少植物のアマナ（県絶滅危惧Ⅱ類）、キンラン（全国・県絶滅危惧Ⅱ類）、ギンラン（絶滅

危惧 IB類）、シュンラン（県絶滅危惧Ⅱ類）、ワニグチソウ（県絶滅危惧 IB類）、ヤマブキソウ（絶滅危

惧）の６種が保護されている。これらは春植物なので、花姿は見られなかったが、希少な植物の草姿は確

認できた。ワニグチソウは、なかなか鑑賞できる機会がないので、ご参考までに画像を添付した。 

     



〇谷地再生地はかつての里山の風景 

 保護柵内の観察の後、南面にある谷地再生地で畦地の植物を観察した。この谷地再生地

は、溜池、田んぼ二面、下部が沼地と三段になっている。この谷地は１８年前、愛護会創設者の故小野達

二さんらの構想で、雑木林の一部を開墾して、かつての田んぼの景が再生させた。その慧眼には尊敬の念

を禁じ得ない。再生された谷地では、今、蛙が鳴き、収穫前の稲穂が揺れている。田んぼ際の湿地では、

小さな花を咲かせているハシカグサの群落が多く見られた。 

 

○大宮台地の斜面林の植物 

〈樹木〉高木層ではクヌギ、コナラが主役で、脇役はイヌシデ、アカシデである。かつて、ニレ科の３兄

弟と呼ばれたケヤキ、ムクノキ、エノキの３種もある。また、サクラ属のヤマザクラ、ウワミズザクラ、

イヌザクラの３種も見られる。今、旬のヤマグリがたわわに実をつけていた。亜高木では、アオハダ、エ

ゴノキ、カマツカ、ゴンズイ、サワフタギ、ヤマコウバシ、ミズキなど、低木では、イボタノキ、ウグイ

スカグラ、ガマズミ、クサボケ、ムラサキシキブ、ヤマハギなどが見られた。大和田支部の吉村さんが、

今年の猛暑で一斉萌芽したアカメガシワの引き抜きを献身的にされている姿がとても印象的であった。 

 

〈草本〉林床に生えている野草では、ツリガネニンジン、ハシカグサ、オオヒナノウスツボ、ヤマユリ、

ハンゲショウ、エビネラン、オカトラノオ、ノカンゾウ、ミョウガ、フキ、セリなどがみられた。 

   

 

◇参考 斜面林（しゃめんりん）とは  

文字通り斜面の林である。関東地方では谷津を縁取る形で位置し、近年、特に都市部において環境・生

態系に対する重要性が見直されてきている。斜面のため、地図上の面積に比べ実際の面積が広く、環境・

生物多様性にとっての価値は地図上の面積より高いものがある。 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%9C%E9%9D%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A3%AE%E6%9E%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%A2%E6%9D%B1%E5%9C%B0%E6%96%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B0%B7%E6%B4%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%B8%82%E9%83%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%92%B0%E5%A2%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E6%85%8B%E7%B3%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E6%85%8B%E7%B3%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%A4%9A%E6%A7%98%E6%80%A7


〇大和田緑地・雑木林林内で見られた昆虫類・菌類 

   

ノコギリクワガタ      ツマキシャチホコ      オオシロカラカサタケ 

<入口駐車場付近・斜面林> 

〇体育館入り口のシダレザクラは旧大宮市初代市長今井五六氏宅にあった由来の桜で、さいたま市の桜

１０選に挙げてよい名桜である。斜面林側にはシダレザクラ、芝川側にはソメイヨシノの並木で、見沼た

んぼエリアのサクラの回廊に続くお花見の名所になっている。 

 

<芝川左岸・第七調節池周辺> 

芝川べりにはアシ、オギの群落、春にはカラシナの花が黄色に川縁を覆う。中秋の今、アレチウリやセ

イバンモロコシが繁茂していた。大宮第二公園の東側にある第七調節池は台風、大雨のときには芝川か

らの遊水池となる。満水時には湖のようになって、釣り人がやってくる。なお調整池造成工事の際に、考

古学上大きな発見があった。寿能泥炭層遺跡とよばれ、縄文時代から平安時代にかけての複合遺跡が発

掘された。泥炭層からは樹高１０㍍のクリの列杭が発見されて話題になった場所である。 

〈大宮第二公園・大宮公園・氷川神社〉 

大宮第二公園では、葉に白斑が入るフイリケヤキを観察、早春は梅まつり、陶器市で賑わう。見沼はか

つての蛍狩りの名所。その歴史を物語る大きな緑泥片岩の蛍の碑を見て、見沼代用水東縁を越えて大宮

公園へと向かう。産業道路の横断歩道橋のたもとには、アオイ科のオオバボダイジュの果実が見られた。

この歩道橋はブリッジ型の高所から目線でユリノキ、マテバシイ、アメリカスズカケノキなどの樹木の

姿がじっくりと観察できる、知る人ぞ知るの貴重な植物観察ポイントである。 

大宮公園では、野球場の東側広場の植栽地にラカンマキ（イヌマキの変種）が実をつけていた。みんな

で赤いゼリーのような偽果を口に運び、美味しい、美味しいと試食を楽しんだ。武蔵一宮氷川神社では、

見沼の源泉、氷川神社の奥にある「蛇滝」を見学。境内では、たくさんの小さな円らなドングリを落とす

ツブラジが見られた。神池そばには小さな竹林がある。植えられているのはマダケ属のホテイチク（布袋

竹）。南九州ではコサンチクと呼ぶ。鹿児島ではカンザンチクに次ぐ、美味しい筍とされている。ナラガ

シワの園芸品種のオウゴンガシワも植栽されている。春の芽吹き、秋の黄葉の頃は黄金色に輝き美しい。 

 

 

 



〈大宮公園 野球場東の広場の植栽地〉イヌマキの変種ラカンマキの果実 

   

  〈武蔵一宮氷川神社・神池縁〉   オウゴンガシワとホテイチク  

ｂ  

 

以上、ご報告いたします。（二宮） 

 


